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　先日初雪が降りました。今年はずいぶんと早いなあと感
じましたが、実は平年よりも８日、昨年よりも２日遅い初
雪だそうです。いつもはもっと心の準備が出来てからだっ
たと思いますし、特に今年は、数週間前までは薄着で過ご
した記憶があったので、とても急だと感じました。夏が延
びて、代わりに秋がずいぶんと短くなってしまったのでし
ょうか。
　最近、多くのことがあまりにも急激に変化するように感
じます。ここ数週間のガソリン価格、株価、企業業績とい
った市場、経済の激動はその最たるものではないでしょう

か。教育の世界でも、「ゆとり」教育の導入と廃止が短期間
で実行され、教育現場を始めとして、学生、社会に大きな
影響がありました。大きな変化は現状打破のためには必要
です。しかし、時には「ゆとり」をもって変化させることも
必要に思います。
　鉄鋼業の激しい技術競争の中では、「ゆとり」は無縁の世
界かもしれませんが、「ゆとり」を持っていろいろな実験結
果やデータを眺めることで、急激な革新（変化）に繋がる技
術・製品が生まれるかもしれません。

（S．H．）
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